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個別に紹介する事例については、匿名性に
十分配慮し、患者本人が重度知的障害児・
者のため、代諾者である保護者へ口頭での
説明と同意を得ています



強度行動障害を伴う知的・発達障害児(者)
強度行動障害とは、自傷行為や物を壊すなど周囲の人に影響を及ぼす行動が多く、家庭でかなり努力を
して養育しても難しい状態が続き、特別な支援が必要な状態

精神科診断的には重度知的障害を伴う自閉スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害（Autism 
Spectrum Disorder:ASD)が多く、８割程度と言われている(中島,2005)

知的障害・発達障害疫学

療育手帳取得者数117万8917名（18歳未満:29万0975名､18歳以上:88万7942名）。加えて平成24年に文
部科学省で実施した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童
生徒に関する調査」6.5％

強度行動障害疫学

知的障害者の2％程度と推測され、全国で約2万人。ただし、障害支援区分による行動障害の基準で
は、のべ５万人以上が行動障害に入る（厚労省,2019)

一般精神科病棟での治療の現状（２年以上の知的・発達障害長期入院患者975名）

薬物療法～全国児童青年精神科医療施設91.3％、国立病院機構78.5％、日精協病院76.6％

構造化・行動療法実施～71.4％・50％・1.5％と、一般精神科で導入率低い

（H27～29 厚生労働行政推進調査事業費補助金障害者政策総合研究事業：市川･田渕ら）
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国立病院機構精神科病院の中での強度行動障害対策1972～
「療養介護・医療型障害児入所支援」:定床約740床
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＊機構の一般精神科病棟で強度行動障害を伴う患者の治療実施もあり

2022年6月
長期入院
待機児･者数
全国で124名
（演者調査）



強度行動障害を有する人の医療

１）身体的な疾患の受診・入院

２）施設や在宅からの一時的レスパイト入院（緊急避難
含む）

３）行動障害を軽減するための治療（短期/長期）

～上記の中で２）のニーズが高いが、在宅や施設に戻れなくなる
事例➡医療機関が受け入れに消極的になる、という悪循環あり
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本人・家族のリスク回避

三田事件と「潜在的要支援者」

・未だ切迫したリスクあり

・福祉・医療の狭間で取り残されている患者・家族

例）三田市監禁事件（日本社会精神医学雑誌(28)364-371, 2019 田中・木下ら）

虐待リスク

・令和2年度の報告で障害者虐待の被虐待者のうち「行動障害がある者」の割合

～養護者の虐待の28.9％、障害者福祉施設従事者等の虐待の30.6％

（厚労省,2022）

保護者の自殺や福祉職員の離職

行動障害を有する知的・発達障害児(者)での身体疾患治療の不足

・行動障害＋医療的ケア(身体合併症）

・行動障害＋急性期の身体疾患

・生活習慣病や悪性腫瘍の検診
Hizen Psychiatric Medical Center



1．入院時に退院時期を確定している（予定通り退院できる）

2．退院時期は未定だが、退院（移行）先をコーディネート･協

力する地域の機関やしくみが機能している（基幹相談支援セン

ター・自立支援協議会・発達障害者支援センター・発達障害者

地域支援マネジャー、地域生活支援拠点等整備事業など）

3．退院時期もコーディネート機関も未定だが、多機関連携し

退院（移行）できる（行動援護や重度訪問介護などのサービス

を福祉事業所と連携し入院中から利用・行動拡大）

これから入院する人が長期化しないための対応

Hizen Psychiatric Medical Center



一般精神科病院・病棟での治療現状
「強度行動障害医療研究会」アンケート調査より

◆地域での行動障害に対する医療機関～精神科
（加算：強度行動障害入院医療管理加算、施設基準あり）
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一般身体科病院・病棟での治療現状
「強度行動障害医療研究会」アンケート調査より

◆地域での行動障害に対する医療機関～身体科
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一般精神科病院・病棟での治療現状
「強度行動障害医療研究会」アンケート調査より

◆入院中の福祉サービス利用（n=33地域）
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強度行動障害医療研究会2021

まだ少数～お互いの介入手法を知らない？



強度行動障害チーム医療研修

自閉スペクトラム症の特性に配慮し、専門医療・支援と
しては行動療法（応用行動分析）・構造化（TEACCH Ⓡ

自閉症プログラムを参考に）の概念を取り入れたもの

国立病院機構版～「強度行動障害チーム医療研修」（重
症心身障害病棟対象：2015年度～）

肥前精神医療センター版～「強度行動障害を伴う発達障
害医療研修」（医療機関対象：2016年度～）

多職種による講義、グループワーク、外部専門家による
講演からなる

対象者は医師・看護師・児童指導員・心理療法士・
OT・PT・ST・PSW・介護福祉士など

現在までに計988名が修了
11Hizen Psychiatric Medical Center



福祉・教育との連携事例



2012年 「自宅から5年間外出できなかったAさん：10代女性」
～こだわり行動・パニック・家族の巻き込みのリセット、施設移行

• 相談支援・入所施設と会議

• 移行支援

• 施設移行

• 外泊、家族旅行など可能に

• 重度知的障害を伴う

自閉スペクトラム症（ASD）

• 強度行動障害判定基準13点

• 165cm ・107ｋｇ



2015年「他害で福祉事業所の再利用困難と思われたBさん：20代男性」
～ネットワークの活用事例、地域移行

（最重度知的障害を伴うASD：強度行動障害判定基準24点,174cm93kg）

外来通院

• 相談支援センター・福祉サービス実施事業所（行動援護）

• デイケア通所中の近医・当院

短期入院

• 相談支援センター・福祉サービス実施事業所（行動援護）

• 強度行動障害支援事業所

• デイケア通所中の近医・当院

GH移行後

• 相談支援センター・福祉サービス実施事業所（行動援護・日中通所生活介護）

• 強度行動障害支援事業所

• デイケア通所中の近医・当院
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2019年
「食事コントロール困難で250㎏になってしまったDさん：10代男性」

～教育との連携、施設移行

【入院後】

個室ベースの生活
スケジュール使用
余暇活動の継続
訪問教育

集団活動参加

徐々に体重減少

【入院前】

在宅での生活
食事量増加

入院治療への抵抗
学校通学
個別対応

身体状態の懸念
行動障害

支
援
会
議

支
援
会
議

支
援
会
議 【退院後】

施設での生活
個室使用

食事量キープ
共通の自閉症支援
身体状態フォロー
行動障害フォロー

(当院にて）

248
204

169

入院時 6か月後 退院時

187ｃｍ・体重以下(㎏）

保護者・医療
教育(原籍・院内)・福祉

最重度知的障害を伴うASD
強度行動障害判定基準16点

Hizen Psychiatric Medical Center



2020年 複数回短期入院しているEさん：20代男性
～パニック・他害・自傷の対応、レスパイトと福祉体制の立て直し
最重度知的障害を伴うASD：強度行動障害判定基準20点,168cm77kg,障害支援区分6

全てご家族が作成し
使用法をスタッフに伝達

Hizen Psychiatric Medical Center 16



2021年 家族の急病で入院となったFさん：10代男性
～パニック・他害・自傷の対応、緊急レスパイト（救急病棟保護室）
重度知的障害を伴うASD：強度行動障害判定基準31点,168cm47kg,障害支援区分5

ご家族
作成 発達障害者支援

センターと
ご家族で作成

病院で作成

Hizen Psychiatric Medical Center
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医療・福祉・行政の連携
～入院中における外出時の行動援護導入

事業所探
し

行政：障害
支援区分認

定

行政：
サービス
支給決定

相談支援事
業所への相
談・計画

（入院前の利
用事業所と
の連携）

支援者

会議

行動援護事業
所参加(複数

でも)

病院側の手順
の明示

病院⇒保護者
（成年後見人）
へ同意書

実践
事業所によ
る「支援手順
書」作成

看護師が同
行・数回練習

支援者と「外出」
（外出届・責任の

所在）

定期的
モニタ
リング

＊ポイント～入院中に繰り返して退院後も自宅やグループホームで利用を
～病院・福祉で相互に乗り入れる、やってみてメリットを感じる

18Hizen Psychiatric Medical Center



強度行動障害を伴う人の医療から地域への
移行支援

精神科病棟

・個室や保護室･拘束

・薬物調整/身体治療

・個別活動

（＊1.5％）

福祉・在宅

・在宅（個別）

・GH(個室・少人数）

・入所（大部屋・集団）
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移行先を見越した介入を！！

＊行動療法（応用行動分析）・TEACCH®自閉症プログラムにおける構造化の導入施設率（市川・田渕ら,2016）

国立病院機等
の専門病棟
中間施設として
行動拡大･治療

（＊50％）

他機
関

Hizen Psychiatric Medical Center



強度行動障がいに対する薬物療法

行
動
障
害
の
程
度

A
B
C
-J

・BPI-S

な
ど

年間の入院治療経過（環境因による状態変動）

よくあるライン～多量

目指したいライン～適量

4月

スタッフ
交代
患者増

夏
気温上昇

夏休み患
者入院

2～3月
花粉

10月

スタッフ
交代

冬

感染症流
行による
外出減

短期・長期的な副作用軽減

頓服・
臨時薬
追加

頓服・
臨時薬
追加

剤型や用量の
細かい調節！

＊ABC-J：異常行動チェックリスト日本語版 BPI-S:問題行動評価尺度短縮版
20
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行動障害を伴う知的・発達障害児（者）
新型コロナウイルス感染症対応での連携

院内発生
2021年：中等症での転院の難しさ
2022年：感染力が強いが、マスク常時着用は困難

コロナ病棟で在宅・GHからの受入れ（一般精神科看護師による身体的ケア）
❶生活・コミュニケーション支援のための
・視覚的な入院予告と退院日お知らせ、余暇グッズ、スケジュール

（なるべく持参or院内で調達～DVD・本・感覚グッズ）
・検査のための絵・写真カード（病棟レッドゾーンに配置）

❷普段とちがう環境での様子
・あまり大きな問題なし、逆に違う表情や行動を発見（新しい経験）

H I Z E N P S Y C H I A T R I C  M E D I C A L  C E N T E R 21



ポイント
～強度行動障害
の支援で大事な
こと

自閉症特性をふまえた受容･表出両方のコミュニ

ケーション支援・感覚特異性への配慮（予防！！）

余暇活動の充足

医療と福祉・教育の連携（ICTも上手に利用して）

長期的予後を見越した薬物療法の適正化

共通の支援手法を持った多様性のあるネットワーク

22Hizen Psychiatric Medical Center



強度行動障害医療研究会

2020年10月～

41都道府県の200名以上が参加

（医療・福祉・教育・心理・行政など）

看護分科会「KYOKAN」

医師分科会「KYODO」

年3回の勉強会･情報共有など実施

Hizen Psychiatric Medical Center

肥前精神医療センターHPのバナーより
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